（A）　簡　　  易　　  明　　  細　　  書（1/2）
(明細書はあなたの発明内容を世界中の人々に知ってもらえる最大のチャンスです)
	1. 発明の名称

2. 特許請求の範囲（案）

（権利として取りたいと思っていることを、できるだけ簡潔に書いて下さい。）
（第三者の実施を阻止できる範囲でもあります）
3. 発明の詳細な説明

イ. 技術分野。（例えばプリンターに関するとか、医療機器に関するとかです。）
ロ. 背景技術。

（本件発明に最も近いと思われる先行技術文献を書いて下さい。従来の技術の説明にはできるだけ図面を用いてください。）
ハ. 発明が解決しようとする課題（何を目的に発明に取り組んだかです）
ニ. 発明の効果（考えつく効果は全てあげましょう。自分の発明のすばらしさを大いにPRする欄です）

	
	
	

	
	
	

	


（A）　簡　　  易　　  明　　  細　　  書（2/2）
	ホ. 発明を実施するための形態。（実施例をできるだけ多く書いて下さい。）
（ハ）の課題を解決するためにどのような手段を講じましたか？その具体例（実施例）を思いつくもの全て挙げて下さい。理論的に説明ができれば、実験で裏付けなくても結構です。ここに記載した内容は全て第三者の特許化を防ぐことができます。
ヘ. 図面（フリーハンドでもＯＫです。）
(装置や構造の発明には、必ず図面を添付して下さい。できるだけ詳しい図面が特許化には有効です。)
ト. その他、参考になる資料やデータがあれば添付して下さい。




